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   Ｃ０８Ｌ   5/00     (2006.01)
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   Ａ０１Ｎ  25/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/18     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  31/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  35/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  31/14     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   5/00    　　　　
   Ａ６１Ｌ   9/01    　　　Ｑ
   Ａ６１Ｑ  13/00    １０２　
   Ｃ０９Ｋ   3/00    １０３Ｌ
   Ａ０１Ｎ  25/04    １０３　
   Ａ０１Ｎ  25/18    １０２Ａ
   Ａ０１Ｎ  31/02    　　　　
   Ａ０１Ｎ  35/02    　　　　
   Ａ０１Ｎ  31/14    　　　　
   Ａ０１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ０１Ｐ  15/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月9日(2010.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　　カルシウム含量：
　試料２～６ｇをビーカーに採取し電気炉で５～６時間５００℃で灰化した。それに２０
％塩酸を加えた物を、ホットプレート上で蒸発固化させた。さらにこれに、２０％塩酸を
加えホットプレートで加温し、ろ紙ＮＯ．５Ａでろ過し、メスフラスコで定容した。ＩＰ
Ｃ発光分析装置（分光光度計ＵＶ２４５０島津製作所製）を用いて波長３１７．９３３ｎ
ｍで測定しカルシウム含量を求めた。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　（　処　方　）
【表２】
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